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佐町 巧【三職者と[,!1人-RS トマ71 話の運軌､rく
空 ろ な 教 会
人々はこの石の昌を築き
臓燭を点して神を誘った
あたかも､神は巨大な蛾に似て
闇から羽撃き入るかのように
ああ､かって人の世の炎に
神は身を焼かれ
もはや我等の誘いに
神が喜ばれることは無いであろう なのになぜ､私は挽き
冷たい石の心臓に､祈 りを打ちつけ続けるのか
何時かひとつの祈 りが火を放ち
照し出された石壁に
人知も及ばぬ大いなる者の影を投 じる
奇跡はあるのだろうか
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TheAbsence
Itisthisgreatabsence
thatislikeapresence,thatcompels
metoaddressitwithouthope
ofareply.ItisaroomIenter
fromwhichsomeonehasjust
gone,thevestibuleforthearrival
ofonewhohasnotyetcome.
Imodernisetheanachronism
ofmylanguage,butheisnomorehere
thanbefore.Genesandmolecules
havenomorepowertocal
himupthantheincenseoftheHebrews
attheiraltars.Myeqtlationsfail
asmywordsdo.WhatresourcehaveI
otherthantheemptlneSSWithouthimofmywhole
being,avacuumhemaynotabhor?
佐野 聖職者と詩人-R.S.トマス 詩の翻訳-
不 在
この大いなる不在こそ
神の似姿 真に迫るその力の故に
応答の希望もなく私は語りかける
私が訪ねる部屋は
空しく､今居た人の気配を残すのみ
それとも､まだ釆ぬ人を待つ
控えの間か
旧式の言葉を新装しても
その不在は変らない
遺伝子だ分子だと言ってはみても
-プライ人の供える香と同様
その人は現れてはくれない
言葉は無能､方程式をたてても無駄なこと
神の居ないこの空しい実存
この空虚一神はそれがお望みか-
それだけが私の全て
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